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祝入学号 

○自 学 ・自 立 

○思いやり・感謝 

○鍛 錬 

S H O 

K E I 

U 

校内めぐり(4 月 11 日) 

 

入学式式辞 ～ありのままの自分を大切に、素晴らしい仲間とともに成長していこう～ 
 

 今年も、新型コロナウィルス感染症で、来賓の方や各ご家庭の参加人数を制限させていただく形になりましたこと、まずお詫

び申し上げます。 

 新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。１０３名の皆さんの入学を、心から嬉しく思います。 

 保護者の皆様、この度は、お子様のご入学まことにおめでとうございます。標準服に身を包んだ姿を見て、感慨もひとしおか

と存じます。我々教職員一同も、保護者の皆様の想いを大切にしながら、充実した中学校生活を送り、成長を遂げられるように

努めて参ります。よろしくお願いいたします。 

 さて、新入生の皆さん、今日から中学校生活が始まるにあたって、皆さんに伝えたいことを、最近知った２つの学校のことに

からめてお話しします。 

 まずは、甲子園を目指したある高校のお話です。 

 先日の春の選抜高校野球大会の出場校の１つに、県立和歌山東高校がありました。ベスト４になった浦和学院に２回戦で敗れ

ましたが、一回戦では、何回ものピッチャーの継投や集中打で延長の末に勝ち、さわやかな印象を残しました。 

しかし、かつては、入学希望者が定員ギリギリの高校でした。個性豊かな髪形や服装の生徒も多く、校内はバラバラでした。

東高の出身だと胸を張って言える学校にしてあげたいと考えたＰＴＡの方々や先生方が、その第一歩として、みんなで応援でき

る硬式野球部を作ろうと考えました。 

まずは、「礼儀」や「身だしなみ」のしっかりした学校にしようと、大人たちが、生徒と話し合い、行事など自由にのびのび

してよいところと、きちんとする学校生活をしっかり切り替えることをしみこませていきました。 

そして、軟式野球部員が転部に同意してくれ、反対していた人々を説得し、５年掛かって 2010 年に硬式野球部が誕生しま

した。 

同時に、朝読書や新聞記事を活用した学習を導入し、生徒の学力に応じた授業が行われ、できない生徒には、基礎から教え直

すことにしました。 

部活動の時だけでなく、行事の時も活躍する野球部員の姿を見て、他の部活動の部員たちも各方面で活躍し始め、学校に活気

があふれるようになりました。 

こうして、野球部は、少しずつ強くなり、「魂の野球」と言われる全員野球で、近畿大会で準優勝を遂げ、甲子園出場を勝ち

取りました。 

学校は先生方やＰＴＡや地域の方々の力だけでなく、生徒の皆さんの成長があって、本当にいい学校になっていきます。 

幸せなことに、松溪中学校には、過去の卒業生や教職員、地域の方々が築いた素晴らしい土台があります。みんなで力を合わせ

れば、もっとよい学校になる可能性を持っています。    

是非、皆さんも、様々な活動や行事で、仲間との一体感を味わい、成長していってください。 

もう一つは、春休みに私が訪れたある中学校のお話です。 

それは、岐阜市にある草潤中学校という学校です。この学校は、「ありのままの君を受け入れる新たな形」をキャッチフレー

ズに掲げています。担任や時間割、勉強する場所、時程などを相談しながら、自分で選び、自分で決めて、自分でそれを守って

学んでいく新しい形の学校です。ただ、通える生徒に条件があります。今まで学校に通えていない生徒、集団生活が苦手な生徒

の中から、学校に通いたいと思う生徒が選ばれ、入学しています。 

全校生徒四〇人ほどの学校ですが、ほとんどの生徒が、毎日学校に通えるようになっています。様々な学校行事も、生徒たち

のアイデアを取り入れて行われています。 

見学させていただき、教頭先生にお話を伺って、できる限り生徒に寄り添っていこうとする草潤中学校の先生方の姿勢が素晴

らしいと思いました。 

皆さんは、松溪中学校がどんな学校であって欲しいですか。そして、そこでどんな中学校生活を送りたいですか。 

私は、今こう考えています。和歌山東高校のように、大きな活動やイベントで、みんなで一体感を味わえ、その上に、草潤中

学校のように、ありのままの自分を受け容れてもらえる安心感をもって通える、そんな学校を創れないだろうかと。 

入学してきた皆さんと、そんな学校を創っていきたいと思います。 

松溪中学校の教育目標は、「自学・自立 思いやり・感謝 鍛錬」です。お世話になる方々や仲間への感謝を忘れず、自分の

力で目指す姿を自分で考え、それに向かって楽しみながら努力し、失敗を恐れずにいろいろなことにチャレンジしてください。

その中で、多くのことを体験し、学びを深め、自分を鍛え、精一杯成長していって欲しいと思います。 

そして、互いの良さを認め会い、卒業までに、安心して付き合える学年の集団を皆さんの力で作っていってください。 

これからの三年間で培う力、共に一体感を味わう仲間たちは、卒業後も、皆さんを助け、豊かな人生に導いてくれることでし

ょう。教職員一同も、皆さんを応援していきます。 

 結びに、本日ご列席の皆様に申しあげます。本日は、松溪中学校第七十五回入学式にご列席いただき、まことにありがとうご

ざいます。これからも、新入生の成長を、私たち教職員とともに見守り支えていただけるようお願い申し上げます。 

改めまして、保護者の皆様、新入生の皆さん、本日はご入学まことにおめでとうございます。これをもちまして、式辞とさせて

いただきます。 

                           令和 4 年 4 月 7 日   杉並区立松溪中学校長 辻 成一郎 



 

 

 

 

 

 

 

 
 4 月 6 日（水）、朝 7 時 50 分から新クラス名簿が配布されると悲鳴にも似た歓声が上がりました。令和 4 年度がスタートしま

した。新しいクラス、新しい担任の先生。ドキドキのクラス発表に一喜一憂した新２・３年生たち。２年生は後輩が入学してきま

す。３年生は松溪中学校を背負って立つ最上級生になります。松溪中の伝統に恥じない上級生を期待します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 4 月 7 日（木）、桜の花が舞い散る中、103 名の新入生たちの晴れ舞台である 

                     「第 75 回入学式」が本校アリーナで行われました。今年もコロナ禍での入学式で

したが、新 2 年生全員と新 3 年生の代表生徒の温かい拍手に迎え入れられ、堂々と入場することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度、松溪中学校には 9 名

の新しい先生方が着任されまし

た。この日は勤務の都合もあり、

6 名の方々が出席してください

ました。 新 2 年生の担任発表 

１Ａ入場 １Ｂ入場 
１Ｃ入場 

3 年生からのメッセージ 

１Ａ １Ｂ 
１Ｃ 



 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年Ａ組 1 年Ｂ組 1 年Ｃ組 

 入学式の翌日、4 月 8 日（金）に生徒会主催の新入生歓

迎会が実施されました。コロナ禍の中でもあり、一部オン

ライン（教室とアリーナ）で実施しました。 

 生徒会副会長による歓迎の言葉から始まり、上級生代表

生徒による校歌紹介、学校行事の紹介など生徒会を中心に

行われました。 

 各種委員会の紹介の後、新入生も気になる部活動紹介を

行いました。新入生たちは、先輩たちのパフォーマンスを

真剣にかつ楽しく鑑賞していました。 

 ３つの学年がそろいました。令和 4 年度スタートです。 代表生徒による校歌

 

学校行事の紹介 各種委員会の紹介 

野球部 

バスケットボール部 

 今年度は「密」にならないために、事前に活動シーンを録画した部活動もあり、それぞれの部活動の個性が表れた歓迎会と

なりました。仮入部は 4 月 15 日（金）から始まり、4 月 28 日（木）が最終日となります。新入生はこの仮入部期間でよく

検討し、3 年間継続できるよう、選んでください。 

剣道部 

バレーボール部 

ＪＲＣ部 

 

卓球部 
 部活動ではありませんが、松

溪中学校には「スポーツ同好

会」があります。週 2 日、アリ

ーナにて 7：30～8：10 まで

活動します。生徒主体の団体

で、自分たちのやりたいスポー

ツを行っています。詳細はお知

らせプリントをご覧ください。 

美術部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ◎は学年主任、☆は分掌主任 

 

 

 1 年 2 年 3 年 

教

務 

 丸山香澄 （家庭）  Ｂ組担任 

 大濵聡平 （美術）   副担任 

◎☆加藤入馬（社会） Ａ組担任 

  藤田直子（理科）  副担任 

  関有希子 （音楽） 副担任 

  八明弘江 （国語） 副担任 

生

活 

◎吉野紗矢香（保健体育）Ａ組担任 

 久保恭史 （数学）  Ｃ組担任 

西川孝夫（保健体育）Ｃ組担任 

奥津結芽乃（養護）  副担任 

◎☆永関大地 （社会）Ｃ組担任 

  川瀬雅士 （技術）Ａ組担任 

進

路 

 山根真砂子（英語）   副担任 

 白木直博 （理科）   副担任 

 ☆大内久美子（国語）Ｂ組担任 

  日下部加寿代（英語）副担任 

  久保大空 （英語）Ｂ組担任 

  加藤郁子 （数学） 副担任 

経

営 

   下村優太（数学） Ｄ組担任  

 

【経営支援部：事務】鹿児島正晴、森由佳子、石川弘美子  

【栄養士】深津恵子 

【学校司書】新木敦子 

【講師】中井知子（国語）、水谷陽子（社会）、吉野和芳（数学）、小田直子（英語） 

【学びの教室巡回教員】磯部進一（通室主任）、塩入太一、山田のりこ、相川真美 

【特別支援教室専門員】前盛啓子           【特別支援教員】脇 真弓  

【指導教授】渡辺 宏                【ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ】筒井優子  

【ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 】樋上直子             【介助員】村上晃子 

【校医】都築慶子（内科）、石川実佐子（眼科）、石井純子（耳鼻科）、与謝野明（歯科）、飯田典子（薬剤師） 

【給食調理業務】日本給食株式会社          【ICT 支援】株式会社ベネッセコーポレーション 

【用務・警備】武翔総合サービス株式会社       【機械警備】セントラル警備保障株式会社 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【転出・退職】 

小中 知哉 主任教諭（保健体育）タイ日本人学校へ派遣 

近内 彩加 教諭（国語）    中野区立中野中学校へ 

飯田 峻広 教諭（数学） 練馬区立大泉学園桜中学校へ 

椎名美恵子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 小金井市立小金井第一中学校へ 

横山いずみ 養護教諭      退職 

浜村寿美恵 補助教員（数学）  退職 

吉留 律子 特別支援教員    退職 

及川 千春 講  師（保健体育）退職 

富澤絵理子 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ    退職 

 
 

【新規採用】 

大濵 聡平 教  諭（美術） 

吉野 和芳 講  師（数学） 

樋上 直子 ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ  

【転入】 

吉野紗矢香 主任教諭（保健体育）葛飾区立立石中学校より 

八明 弘江 教  諭（国語）  杉並区立和田中学校より 

渡辺  宏 巡回指導教授   杉並区立西宮中学校より 

脇  真弓 特別支援教員   杉並区立井荻中学校より 

筒井 優子 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ     港区立三田中学校より 

石井弘美子 事務     杉並区立富士見丘中学校より 

 

5 月の予定 

 ２日（月）生徒総会（5・6校時） 

 ３日（火）憲法記念日 

 ４日（水）みどりの日 

 ５日（木）こどもの日 

 ６日（金）離任式 

 ９日（月）安全指導 

１０日（火）尿検査一次、杉並区特定課題調査 

１１日（水）尿検査二次、職員会議、部活動なし 

１２日（木）ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟｽｸｰﾙ（１年：山梨県河口湖町）、内科検診（２年） 

１３日（金）ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌﾟｽｸｰﾙ（１年：山梨県河口湖町） 

１６日（月）朝礼、心臓検診（１年）、ふれあいウィーク（２０日まで） 

１９日（木）歯科検診（１年・２ＡＢ） 

２１日（土）土曜授業、学習説明会（３校時） 

２３日（月）学力向上検査（３年）、教育実習（始） 

２４日（火）専門委員会 

２６日（木）内科検診（３年）、中央委員会 

２７日（金）尿検査二次、避難訓練 

３０日（月）生徒集会、学力向上検査（２年） 

 


